


















要約:小児の心身症・心理的疾患へ専門的に対応している 9 施設において、平成 4 年の 1

年間の 15 歳以下の初診患児を対象に小児心身症の実態調査を行った。調査施設のうち小

児科 6 施設において心身症とした根拠の明確なものは、1.1～2.5%、平均 2.0%であった。

また、心理的背景は明確ではないが心身症的な診断名がつけられていたものは 3.4～7.8%、

平均 5.5%であった。一方、精神科 2施設で心身症とする根拠があったものは 13.5%～23.7%

であった。診断名では、小児科では症状名を中心とした病名が多く、精神科では心理的状

態像を示す病名が多く認められた。心身症とした根拠では、心理的背景要因があることと、

特定の心身症としての症状特徴の 2点が重要視されていた。背景要因の中で多かったもの

は、家庭に関することとしては両親に関する問題、学校に関するものとしてはいじめを中

心とした友人間の問題、本人に関しては自己主張の乏しさを中心とした性格要因と何らか

の発達上の問題、などであった。


